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最
近
、
日
経
の
文
化
欄
で
読
ん
だ
宗
教
学
者
の
山
折
哲
雄
と
い
う
先
生
の
話
が
面
白
か
っ
た
。 

 

昭
和
六
年
生
ま
れ
の
老
先
生
は
若
い
こ
ろ
か
ら
胃
潰
瘍
、
膵
臓
炎
、
脳
梗
塞
な
ど
数
々
の
病
気
を

経
験
さ
れ
二
年
前
に
は
肺
炎
が
重
症
化
し
て
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
九
死
に
一
生
を
得
て
回
復
さ
れ
た
。 

 
 
 

今
で
は
お
酒
も
再
開
さ
れ
、
京
都
市
中
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
「
妄
想
三
昧
、
執
筆
三
昧
、
昼
寝
三
昧

の
生
活
」
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
と
か
。 

 

 

そ
の
先
生
が
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
を
見
て
、
古
代
か
ら
の
民
族
大
移
動
を
想
起
さ
れ
る
。

ま
ず
は
中
央
ア
ジ
ア
に
定
住
し
て
い
た
ア
ー
リ
ア
人
が
現
在
の
イ
ン
ド
や
イ
ラ
ン
高
原
に
侵
入
し
て

征
服
す
る
。
続
い
て
ゲ
ル
マ
ン
民
族
と
ノ
ル
マ
ン
人
の
大
移
動
、
す
べ
て
略
奪
と
殺
戮
の
繰
り
返
し

だ
。
さ
ら
に
十
字
軍
戦
争
な
ど
を
経
て
地
中
海
文
明
が
形
成
さ
れ
、
近
世
で
は
西
欧
諸
国
の
ア
フ
リ

カ
大
陸
略
奪
、
奴
隷
売
買
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
征
服
と
続
く
。
昨
今
の
状
況
は
狩
猟
社
会
的
な
野
蛮
な

人
間
の
姿
の
延
長
線
で
、
憎
悪
と
復
讐
の
連
鎖
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。 

 

い
っ
ぽ
う
わ
が
日
本
列
島
は
、
明
治
維
新
以
前
は
中
国
文
明
の
圧
倒
的
な
影
響
下
に
あ
り
、
千
年

以
上
い
わ
ば
日
中
同
盟
で
や
っ
て
き
た
。
明
治
以
降
は
日
欧
同
盟
が
続
き
、
敗
戦
後
は
日
米
同
盟
に

な
っ
た
。
日
本
列
島
に
あ
る
辺
境
の
文
明
は
、
大
文
明
の
傘
に
守
ら
れ
た
従
属
関
係
の
な
か
で
必
死

に
生
き
延
び
て
き
た
。
「
我
々
の
先
祖
は
す
ご
い
！
」
と
先
生
は
強
調
さ
れ
る
。 

平
安
時
代
の
三
五
〇
年
、
江
戸
時
代
の
二
五
〇
年
は
大
き
な
戦
争
が
な
く
、
世
界
的
に
も
奇
跡
と

呼
べ
る
よ
う
な
平
和
な
時
代
が
続
い
た
。
第
二
次
大
戦
で
の
敗
北
以
外
に
は
、
日
本
は
長
き
に
わ
た

っ
て
外
国
の
侵
略
を
免
れ
て
き
た
。
こ
の
「
ノ
ン
バ
イ
オ
レ
ン
ス
」
の
日
本
モ
デ
ル
を
今
こ
そ
流
血

の
や
ま
ぬ
世
界
に
向
か
っ
て
示
す
べ
き
だ
、
と
先
生
は
結
ば
れ
る
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
様
々
な
意
見
が
あ
る
だ
ろ
う
。
現
在
の
世
界
の
状
況
は
極
め
て
難
解
で
、
裏
の

事
情
に
詳
し
い
方
々
か
ら
は
陰
謀
説
、
謀
略
説
な
ど
の
御
説
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。 

確
か
に
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
日
本
の
立
ち
位
置
や
振
る
舞
い
は
、
先
生
が
言
わ
れ
る
こ
と
と

は
別
に
複
雑
か
つ
微
妙
な
も
の
が
あ
る
。
「
す
ご
い
先
祖
」
に
倣
っ
た
良
き
舵
取
り
が
大
切
だ
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